
●社人研推計の比較 ●将来展望の比較
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H25社人研推計

2005→2010の移動

率が将来改善する

ことを仮定

H30社人研推計

2010→2015の移動

率が将来も継続す

ることを仮定
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現行想定１

2040年に合計特殊

出生率が1.8まで上

昇し、2025年に転入

出が０となると仮定

現行想定２

2040年に合計特殊

出生率が1.8まで上

昇し、2025年以降、

移動率が１％ずつ

上昇すると仮定

改訂展望
（第７次総合計画準拠）

2045年に合計特殊出生

率が1.8まで上昇し、

2028年の社会減が412

人になるように異動率を

設定し、その傾向が継

続すると仮定
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